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農林水産委員会波
崎
漁
港
の
風
力
発
電
は
経
費
節
約
に
貢
献

土木委員会プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置
対
策
は
条
例
を
改
正
し
監
視
厳
し
く

文教治安委員会一
一
○
番
へ
の
適
切
な
対
応
は
県
民
の
立
場
に
立
っ
て
対
応

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
の
審
査
結
果

農
林
水
産
委
員
会
が
神
栖
町
を
現
地
調
査
新
米
の
ヒ
素
検
出
問
題

○
茨
城
の
名
称
起
源
の
ゆ
か
り
の
地
県
北

東
部
地
域
（
竪
破
山
）
周
囲
の
歴
史
と

観
光
開
発
振
興
に
関
す
る
請
願

○
日
立
電
鉄
線
の
運
行
存
続
に
対
す
る
県

の
支
援
に
関
す
る
請
願

　　　○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
及
び
有
期
契
約

労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
整
備
及

び

等
待
遇
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
請
願

○
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
１
７
５
号
条
約
及
び
Ｉ
Ｌ
Ｏ

第
１
１
１
号
条
約
の
批
准
を
求
め
る
意

見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

○
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等
確
保
法

（
仮
称
・
公
契
約
法
）
制
定
な
ど
、
建

設
労
働
者
の
適
正
な
る
労
働
条
件
の
確

保
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願
○
タ
バ
コ
の
箱
、
タ
バ
コ
自
動
販
売
機
に

モ
ラ
ル
向
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
印
刷
又
は

ラ
ベ
ル
貼
付
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
請
願

　　　○
国
立
水
戸
病
院
の
移
転
に
伴
う
跡
地
に

関
す
る
請
願

○
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
解
禁
に
反
対

す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

議
会
運
営
委
員
会

○
政
府
米
の
買
い
入
れ
と
、
備
蓄
を
充
実

さ
せ
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
　

　　　○
茨
城
の
名
称
起
源
の
ゆ
か
り
の
地
県
北

東
部
地
域
（
竪
破
山
）
周
囲
の
歴
史
と

観
光
開
発
振
興
に
関
す
る
請
願

　　　○
神
栖
警
察
署
設
置
に
関
す
る
請
願

○
太
田
警
察
署
の
早
期
建
て
替
え
実
施
を

求
め
る
請
願

○
教
育
基
本
法
「
改
正
」
で
は
な
く
、
教

育
基
本
法
に
基
づ
く
施
策
を
進
め
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
を
政
府
等
に
提
出

す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

○
ゆ
た
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
教

育
予
算
の
充
実
を
求
め
る
請
願

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を

求
め
る
請
願

　　　○
「
茨
城
県
議
会
会
議
規
則
」
の
改
訂
を

求
め
る
請
願

○
議
会
活
動
の
活
性
化
及
び
運
営
の
充
実

・
強
化
を
求
め
る
請
願

　
採
　
　
択

　
不
　採
　択

　
継
続
審
査

　
神
栖
町
の
水
田
か
ら
と
れ
た
米
の
一
部

か
ら
有
機
ヒ
素
の
ジ
フ
ェ
ニ
ル
ア
ル
シ
ン

酸
（
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ａ
）
が
検
出
さ
れ
た
問
題

で
、
農
林
水
産
委
員
会
は
、
九
月
二
二
日

に
、
現
地
の
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
神
栖
町

口
の
農
業
者
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
し
お
さ
い
、
全
農
い

ば
ら
き
、
県
食
糧
販
売
協
同
組
合
な
ど
の

農
業
関
係
者
や
町
の
関
係
者
が
参
加
す
る

中
で
、
県
や
地
元
の
農
業
関
係
者
か
ら
米

の
流
通
等
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
と
と
も
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
か
ら
は
、
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ａ
が
検
出
さ
れ
た

四

所
の
新
米
に
つ
い
て
は
出
荷
の
自
粛

に
よ
り
市
場
に
一
切
流
通
し
て
い
な
い
こ

と
や
一
七
日
か
ら
二
一
日
ま
で
に
県
外
を

中
心
に
寄
せ
ら
れ
た
一
二
一
件
の
相
談
内

容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
は
、
風
評
被

害
の
防
止
や
早
期
原
因
究
明
な
ど
に
つ
い

て
要
望
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
関
係
者
か
ら
は
、
流
通
し

て
い
る
米
に
つ
い
て
は
安
全
で
あ
る
の

で
、
風
評
被
害
の
防
止
に
努
め
る
よ
う
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
飲
用
井
戸
の
ヒ
素
汚
染
の
原

因
究
明
に
向
け
た
掘
削
調
査
の
準
備
が
行

わ
れ
て
い
る
神
栖
町
木
崎
地
区
の
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

問
　
波
崎
漁
協
で
行
お
う
と
し

て
い
る
風
力
発
電
は
、
漁
協
経

営
強
化
の
新
た
な
試
み
と
思
う

が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答
　
波
崎
漁
協
で
は
、
風
力
発

電
に
よ
り
、
製
氷
施
設
の
年
間

電
力
料
の
約
四
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
四
〇
〇
万
円
の
節
約
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
風
力
発
電

は
、
循
環
型
社
会
の
形
成
な
ど

の
面
か
ら
も
有
意
義
で
あ
り
、

他
の
地
域
で
も
同
様
の
取
り
組

み
が
あ
れ
ば
、
支
援
、
促
進
し

て
い
き
た
い
。

問
　
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る

企
業
の
農
業
参
入
の
波
は
、
い

ず
れ
、
茨
城
に
も
や
っ
て
く
る

と
思
う
が
、
対
応
策
は
。

答
　
現
在
、
企
業
の
農
業
参
入

は
、
構
造
改
革
特
区
の
中
で
農

地
の
リ
ー
ス
方
式
に
限
り
認
め

ら
れ
て
お
り
、
全
国
展
開
す
る

か
ど
う
か
を
国
で
検
討
し
て
い

る
。
国
の
動
向
を
見
据
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
国
の
三
位
一
体
の
改
革
で

補
助
金
が
削
減
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
農
業
担
い
手
の
育

成
は
、
そ
の
影
響
が
な
い
よ
う

進
め
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

答
　
担
い
手
の
育
成
は
、
県
農

業
改
革
大
綱
に
も
位
置
づ
け
、

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
国
の
今

後
の
施
策
が
現
時
点
で
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
検

討
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、
本

県
の
担
い
手
育
成
対
策
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
。

問
　
本
県
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
な
ど

は
、
今
後
、
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
今
年
度
、
茨
城
農
産
物
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
構
想
を
策
定
す

る
た
め
、
専
門
家
か
ら
意
見
を

も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

メ
デ
ィ
ア
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
な

ど
の
意
見
も
出
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
今
後
の
漁
業
振
興

策
、
米
政
策
改
革
に
係
る
新
制

度
の
周
知
徹
底
な
ど
も
質
問
）

間伐材を利用した歩道転落防止柵

問
　
自
警
団
の
活
発
な
活
動
状

況
か
ら
、
今
後
一
一
〇
番
通
報

の
増
加
が
見
込
ま
れ
警
察
の
負

担
が
増
え
る
と

え
ら
れ
る

が
、
通
報
に
適
切
に
対
応
す
る

た
め
の
検
討
は
。

答
　
提
供
さ
れ
る
情
報
の
取
り

扱
い
を
適
切
に
行
い
、
通
報
が

増
え
る
場
合
で
も
、
現
場
の
警

察
官
が
そ
の
内
容
を
よ
く
吟
味

し
な
が
ら
、
県
民
の
立
場
に
立

っ
た
対
応
を
的
確
に
と
れ
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
中
学
校
の
教
科
書
採
択
が

来
年
あ
る
が
、
県
が
置
く
教
科

書
選
定
審
議
会
の
委
員
に
、
教

育
関
係
者
ば
か
り
で
な
く
多
様

な
人
材
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答
　
審
議
会
は
教
員
や
学
識
経

験
者
な
ど
二
〇
名
の
審
議
委
員

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
教
育
の

専
門
家
以
外
に
、
保
護
者
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
代
表
な
ど
も
入
っ
て
い

る
が
、
よ
り
幅
広
い
分
野
か
ら

と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
検
討

し
た
い
。

問
　
高
等
学
校
に
お
け
る
、
日

章
旗
の
掲
揚
の
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

答
　
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど
で

は
百
パ
ー
セ
ン
ト
実
施
し
て
い

る
が
、
式
典
以
外
は
、
各
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
行
っ
て
お

り
、
毎
日
実
施
し
て
い
な
い
学

校
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

問
　
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

る
校
内
暴
力
に
つ
い
て
、
顕
在

化
し
て
い
る
問
題
へ
の
早
急
な

対
応
が
必
要
と

え
る
が
見
解

を
伺
う
。

答
　
警
察
と
は
連
携
を
密
に
し

て
お
り
、
学
校
長
に
対
し
て
も

必
要
が
あ
れ
ば
警
察
の
力
を
借

り
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
学
校
の
秩
序
回
復

は
基
本
的
に
学
校
長
の
責
任
で

あ
る
の
で
、
対
応
を
的
確
に
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
外
国
人
不
法
滞
在

者
の
実
態
把
握
と
犯
罪
抑
止

策
、
高
校
生
の
制
服
問
題
な
ど

も
質
問
）

波崎漁港の風力発電施設 完成予想図

問
　
こ
れ
ま
で
、
ヨ
ッ
ト
や
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
、
い
わ
ゆ

る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
放
置

に
つ
い
て
は
野
放
し
状
態
に
な

っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
港
湾
施

設
管
理
条
例
の
改
正
に
よ
り
監

視
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
改
正
条
例
の
施
行
は
平
成

一
六
年
一
一
月
一
日
か
ら
予
定

し
て
い
る
が
、
条
例
に
よ
り
指

定
さ
れ
た
泊
地
の
管
理
を
行
う

と
と
も
に
、
放
置
艇
の
調
査
な

ど
の
巡
回
を
週
二
回
程
度
実
施

す
る
。

問
　
県
営
住
宅
の
長
期
滞
納
者

の
う
ち
、
六
〇
万
円
以
上
が
七

九
人
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
。

答
　
五
〇
万
円
以
上
の
滞
納
者

を
対
象
と
し
て
、
平
成
一
五
年

度
と
一
六
年
度
に
法
的
措
置
を

集
中
的
に
講
じ
た
。
そ
の
結

果
、
滞
納
額
が
減
少
す
る
な
ど

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
。

問
　
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
い

る
歩
道
用
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
間

伐
材
を
活
用
し
た
工
事
は
地
元

住
民
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
本
格
的
に
実
施
す
る
計

画
は
あ
る
の
か
。

答
　
間
伐
材
の
歩
道
用
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
へ
の
活
用
は
経
済
性
や

耐
久
性
な
ど
で
課
題
も
あ
る

た
め
、
県
産
材
の
活
用
策
と

し
て
、
当
分
の
間
地
域
を
限
定

し
て
利
用
を
進
め
て
い
く
。

問
　
右
折
レ
ー
ン
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
り
渋
滞
が
解
消
す
る

路
線
は
か
な
り
多
い
と
思
わ
れ

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
　
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
「
安
全
快
適
な
み
ち

緊
急
整
備
事
業
」
な
ど
の
中
で

積
極
的
に
対
応
し
た
い
。

　
ま
た
、
住
宅
密
集
地
な
ど
用

地
買
収
が
困
難
な
場
合
で
あ
っ

て
も
、
既
存
道
路
用
地
内
で
の

整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、
常
陸
那
珂
港
の
整

備
手
法
、
合
併
特
例
債
の
道
路

へ
の
活
用
な
ど
も
質
問
）

いばらき県議会だより平成１６年１０月１７日（日曜日） １４９　　（２）

県
南
中
核
都
市
の
実
現
は
合
併
の
機
運
醸
成
に
努
力

旧
国
立
水
戸
病
院
跡
地
処
分
は
水
戸
市
の
意
向
を
確
認
し
検
討

代
表
質
問
（
要
旨
）
質
問
者
２
―
３
面

質問者一般質問（要旨）
移転前の水戸医療センター（旧国立水戸
病院・ 月１日に茨城町桜の郷に移転）

Ｔ
Ｘ
開
業
時
の
ま
ち
び
ら
き
は
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
に

市
原
　
健
一
自
由
民
主
党

（

）

半
村
　
　
登
自
　民
　　県
　政

ク

ラ

ブ

細
田
　
武
司
民
　主
　　清
　新

ク

ラ

ブ

（２―４面）

木
本
　
信
男
（
自
由
民
主
党
）

塚
田
　
規
夫
（
無

所

属
）

福
地
源
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

荻
津
　
和
良
（
自
由
民
主
党
）

加
倉
井
昭
喜
（
自
由
民
主
党
）

藤
島
　
正
孝
（
自
由
民
主
党
）

長
谷
川
典
子
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

井
手
　
義
弘
（
公

明

党
）

白
田
　
信
夫
（
自
由
民
主
党
）

まちづくりが進む葛城地区
（中央手前が研究学園駅）

つくばエクスプレスのレールウォーク

　
議
員
（
自
民
）
　
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
を
活
用
し
て
地
域

の
活
力
を
生
み
出
す
た
め
、
つ

く
ば
の
魅
力
や
地
域
資
源
を
活

用
し
た
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
、

誘
客
対
策
を
ど
う
進
め
て
い
く

の
か
。
ま
た
、

早
い
時
期
に
つ

く
ば
と
土
浦
の

合
併
を
行
い
、

三
〇
万
人
以
上

の
中
核
市
を
県

南
に
実
現
す
べ
き
と

え
る
が

ど
う
か
。

　
知
事
　
郊
外
の
潤
い
、
都
市

的
な
快
適
さ
、
知
的
な
環
境
を

と
も
に
享
受
し
な
が
ら
様
々
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
実
現
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
誘
客

対
策
と
し
て
は
研
究
機
関
の
施

設
公
開
、
農
業
体
験
、
ス
カ
イ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
つ
く
ば
な
ら
で

は
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

ま
た
、
県
南
の
中
核
都
市
実
現

に
向
け
て
大
同
合
併
の
機
運
が

盛
り
上
が
っ
て
い
く
よ
う
努
力

す
る
。

　
議
員
　
魅
力
あ
る
茨
城
農
業

を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、

都
市
部
の
住
民
に
茨
城
の
農
業

・
農
村
の
よ
さ
を
体
験
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
農
業
・

農
村
の
活
性
化
と
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
の
た
め
、
都
市
と
農
村
の

交
流
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
か
。

　
知
事
　
市
民
農
園
な
ど
手
軽

に
農
業
に
親
し
め
る
施
設
の
整

備
、
農
家
民
宿
の
開
設
支
援
や

交
流
指
導
者
の
登
録
な
ど
受
け

入
れ
体
制
の
充
実
、
グ
リ
ー
ン

・
ツ
ー
リ
ズ
ム
コ
ー
ス
の
開
発

や
県
内
外
へ
の
情
報
発
信
な
ど

に
よ
り
都
市
と
農
村
の
交
流
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　
議
員
　
合
計
特
殊
出
生
率
が

過
去
最
低
と
な
る
な
ど
少
子
化

が
進
行
し
て
お
り
、
県
民
の
要

望
を
踏
ま
え
た
適
切
な
施
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
乳
幼
児

医
療
費
自
己
負
担
の
無
料
化
な

ど
最
も
要
望
の
多
か
っ
た
経
済

的
負
担
の
軽
減
策
も
含
め
、
総

合
的
な
少
子
化
対
策
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
知
事
　
こ
れ
ま
で
の
施
策
で

は
少
子
化
の
流
れ
が
変
わ
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
本
年
度
策
定
す

る
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
新
た
な
施
策
を
展
開
し
総
合

的
に
少
子
化
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
対
象
年
齢

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

　
議
員
　
医
療
体
制
の
充
実
の

た
め
に
は
医
師
の
確
保
が
最
も

重
要
だ
が
、
県
内
の
人
口
一
〇

万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
全
国

四
六
位
と
低
迷
し
て
い
る
。
県

も
養
成
確
保
対
策
を
検
討
し
て

い
る
が
、
抜
本
的
な
対
策
と
し

て
医
学
部
の
設
置
に
取
り
組
む

べ
き
と

え
る
が
ど
う
か
。

　
知
事
　
国
は
大
学
医
学
部
の

入
学
定
員
の
削
減
を
図
っ
て
き

て
お
り
、
設
置
は
困
難
な
状
況

に
あ
る
。
当
面
は
、
筑
波
大
学

医
学
専
門
学
群
の
入
学
定
員
枠

の
確
保
や
医
師
の
地
域
間
偏
在

の
解
消
方
針
の
検
討
を
国
に
働

き
か
け
て
い
く
が
、
提
案
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
医
師
の
確
保
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
議
員
　
現
在
子
供
た
ち
に
求

め
ら
れ
る
生
き
る
力
を
学
校
で

育
成
す
る
た
め
の
道
徳
教
育
に

県
を
挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
が
、
道
徳
教
育
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
。
ま
た
、
子
供
た
ち

の
精
神
的
な
強
さ
を
養
い
、
生

き
る
力
を
育
成
す
る
た
め
に
重

要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ス
ポ
ー

ツ
・
運
動
部
、
合
宿
な
ど
各
種

の
体
験
学
習
を
ど
の
よ
う
に
推

進
し
て
い
く
の
か
。

　
教
育
長
　
こ
れ
か
ら
の
道
徳

教
育
は
強
く
た
く
ま
し
い
心
を

児
童
生
徒
に
持
た
せ
る
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
り
、
教
材
に
忍

耐
力
や
責
任
感
に
関
す
る
内
容

を
加
え
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
指
導
者
の
資
質
の
向

上
な
ど
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
充
実
や
長
期

間
の
宿
泊
を
重

視
し
た
各
種
体

験
活
動
の
機
会

の
提
供
を
、
学

校
、
家
庭
、
地

域
社
会
が
連
携
し
て
推
進
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
三
位
一
体
改
革
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
科
学
技
術

立
県
へ
の
取
り
組
み
、
警
察
行

政
な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
茨
城
の
良

さ
が
適
正
に
評
価
さ
れ
る
よ
う

東
京
に
観
光
案
内
や
県
庁
出
前

サ
ー
ビ
ス
、
Ｕ
タ
ー
ン
サ
ポ
ー

ト
な
ど
の
ほ
か
、
緊
急
災
害
時

の
連
絡
先
と
し
て
も
活
用
で
き

る
情
報
の
交
差
点
と
な
る
Ｐ
Ｒ

館
を
整
備
す
べ
き
と

え
る
が

ど
う
か
。

　
企
画
部
長
　
東
京
に
お
け
る

総
合
的
な
情
報
発
信
は
極
め
て

重
要
と

え
て
お
り
、
本
県
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
の
た
め

今
年
度
実
施
す
る
東
京
な
ど
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
結
果

等
を
踏
ま
え
、

全
庁
的
な
取
り

組
み
方
策
の
検

討
の
中
で
研
究

し
て
い
く
。

　
議
員
　
旧
国

立
水
戸
病
院
跡

地
は
、
単
に
売

却
す
る
の
で
は

な
く
、
「
地
域

の
発
展
を
支
え

る
不
可
欠
な
財

産
」
と
明
確
に
位
置
づ
け
、
有

効
活
用
に
向
け
地
元
住
民
の
意

見
を
聞
き
、
水
戸
市
と
十
分
話

し
合
っ
て
進
め
る
べ
き
と

え

る
が
ど
う
か
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
水
戸
市
で

は
、
今
年
度
跡
地
利
用
に
関
す

る
可
能
性
調
査
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
水
戸
市
の
意

向
を
確
認
し
た
う
え
で
、
国
と

も
調
整
を
行
い
な
が
ら
処
分
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
市
町
村
合
併
特
例

期
限
後
の
支
援
策
、
那
珂
久
慈

流
域
下
水
道
事
業
の
整
備
見
通

し
な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
無
所
属
）
　
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
の
区
画

整
理
事
業
を
成
功
裏
に
進
め

る
た
め
に
は
、
鉄
道
開
業
時
の

ま
ち
の
姿
が
大
切
と

え
る
。

開
業
時
に
駅
周
辺
を
中
心
と
す

る
エ
リ
ア
は
、
ど
の
よ
う
な
姿

で
ま
ち
び
ら
き
を
迎
え
る
の

か
。

　
企
画
部
長
　
美
し
い
景
観
を

備
え
た
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
、
各
種
施
設
を

整
備
す
る
ほ
か
、
商
業
・
業
務

な
ど
の
施
設
の
立
地
を
図
り
、

に
ぎ
わ
い
と
活
力
を
感
じ
ら
れ

る
ま
ち
と
し
て
開
業
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　
議
員
　
米
は
、
日
本
の
食

糧
の
最
も
基
本
的
な
も
の
で
、

日
本
農
業
の
根
幹
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
米
価
下
落
へ
の
対

応
、
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
つ

い
て
の
指
導
を
ど
う
す
る
の

か
。

　
農
林
水
産
部
長
　
米
価
下
落

時
に
一
定
割
合
を
補

す
る
制

度
へ
の
農
業
者
の
加
入
を
促
進

す
る
。
ま
た
、
生
産
コ
ス
ト
低

減
の
た
め
、
ほ
場
の
大
区
画
化

な
ど
の
基
盤
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
担
い
手
へ
の
土
地
利

用
集
積
、
作
業
受
委
託
な
ど
の

促
進
、
直
播
栽
培
な
ど
の
技
術

開
発
や
普
及
を
進
め
る
。

（
ほ
か
に
、
一
〇
年
間
の
県
政

運
営
の
自
己
評
価
、
合
併
後
の

真
に
自
立
で
き
る
自
治
体
の
実

現
に
向
け
た
県
の
取
り
組
み
な

ど
も
質
問
）


